
活動計画・手順  

代表 副代表 総務部長

・在校生(46期  21名　 47期 11名)・卒業生(35期  1名　40期  1名）

印

田
中

※活動内容報告、出席者、欠席者を全て記
入できない場合は、別紙添付してください。

記　入

責任者

具体的内容

対 象 者

活動内容報告

9:05部会長･受付担当6名会場入

9:30受付開始

10:00部会長の司会で講師紹介、

引き続き小林代表挨拶。

所要時間2時間中、前半1時間経

過後10分休憩、後半1時間経過

後、質疑応答。副部会長の挨拶

と号令で講座終了。

講師：滋賀県立大学 名誉教授中井均先生による講座解説

 1)鎌刃城の国史跡指定の経緯・地域の人たちと一緒に発掘調査

を行ったこと・地域の人たちと史跡指定のメリット・デメリット

を考え最終、地域の人たちが史跡指定を選択した経緯 2)発掘調

査によって明らかになった鎌刃城の構造を縄張り図と共に解説

3)鎌刃城の見どころ①石垣②主郭 中心の建物(山上居住の可能 性

/境目の領主としての居城)③大櫓④枡形虎口⑤畝状竪堀群❖発掘

調査の成果：戦国時代の城郭構造(従来の山城の概念から武威と

権威の象徴となった)を明らかにした。

北近江文化学科部会

部会長 田中 恵子

実施内容

（合計　　64名）

活　動

内　　　　　容

日　時

場　所

（施設）

指 導 者

　彦根キャンパスサポートの会

活動内容報告書

(項目)　北近江文化学科部会

出席者

国史跡指定20周年「境目の城 鎌刃城とは」ー発掘調査から史跡指定への道のりー

令和8年2月16日(月)　10:00～12:00

レイカディア大学彦根キャンパスA・Bルーム

滋賀県立大学 名誉教授 中井 均先生

交流行事（座学）

在校生・サポートの会 会員・卒業生

受付名簿・レジュメ(配布用)・PC・プロジェクター・スクリーン(A・Bルーム各1機)

机・椅子・筆記具・講師用飲料

進行手順

用意したもの

項　目

その他

中井均先生：日本の城郭考古学の第一人者であり、滋賀県立大学の名誉教授。中世から近世

にかけての城郭や大名墓の研究を専門としている。特に、発掘調査による考古学と、地表に

残る堀や土塁の配置を記録する縄張り調査を融合させた手法を重視しています。

（合計　　　名）

・43期サポートの会　 4名

・44期サポートの会・卒業生　13名

・45期サポートの会・卒業生　13名

欠席者



活動計画・手順  

代表 副代表 総務部長

場　所

（施設）
レイカディア大学彦根キャンパスA・Bルーム

【講座風景】

活　動 国史跡指定20周年「境目の城 鎌刃城とは」ー発掘調査から史跡指定への道のりー

日　時 令和8年2月16日(月)　10:00～12:00

　彦根キャンパスサポートの会

活動内容報告書

(項目)　北近江文化学科部会

項　目 内　　　　　容


